
‭Ｎｏ．‬
‭まちづくりコーディネーター　登録シート（閲覧用）①‬

‭フリガナ‬ ‭タカハシ　ケイイチ‬

‭写真‬
‭3.5×4.5cm‬

‭氏名‬
‭高橋　慧一‬

‭派遣希望区‬ ‭◼︎市内全域　　□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区）‬

‭支援専門分野（注１）‬ ‭支援専門分野の内容‬

‭ルール又は‬
‭プランづくり等‬ ‭　　 ◯‬

‭地域まちづくりプラン　　地域まちづくりルール‬

‭地区計画　　建築協定　　景観計画　　景観協定‬

‭まち普請事業‬

‭その他地域のまちづくりに関する計画‬

‭市街地開発事業等‬ ‭　‬ ‭土地区画整理事業　　市街地再開発事業‬

‭防災まちづくり等‬ ‭　  ◯‬ ‭横浜市の制度を活用した地震火災対策　　防災マップの作成・活用‬

‭多世代向け防災イベントの企画・運営　　密集市街地の改善‬

‭その他‬
‭得意とする分野‬

‭（複数選択可）‬

‭地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）　　防犯　　水・緑・環境‬

‭歴史・文化・アート　　空き家・空き地の利活用　　商店街活性化‬

‭狭あい道路整備　　耐震改修　　共同建替　　コミュニティの再生‬

‭地域の活動拠点運営　　地域公共交通　　ICT・WEBの活用‬

‭その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）‬

‭支

‭援

‭専

‭門

‭分

‭野

‭に

‭関

‭す

‭る

‭支

‭援

‭の

‭実

‭績

‭等

‭支援専門分野‬
‭の内容・支援‬
‭可能なテーマ‬

‭地区名‬ ‭時期‬

‭支援内容等‬
‭※‬ ‭支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書‬

‭きください。‬
‭（200文字以内かつ９行以内）‬

‭地域コミュニ‬
‭ティ活動の実‬

‭証実験‬
‭横浜市中区‬ ‭2020年4月〜‬

‭2025年7月‬

‭・地域の課題やニーズの調査 / 整理‬
‭・地域の路上活用の計画 / 協議 / 実施‬
‭・アンケート調査の設計 / 実施 / 分析‬
‭・学生による地域活性化に向けた課外活動の支援‬
‭・地域事業組織によるまちづくり活性化事業の支援‬

‭地域まちづく‬
‭り組織の運営‬ ‭横浜市中区‬ ‭2020年4月〜‬

‭2025年7月‬

‭・地域まちづくり組織の運営支援 / 事務局業務‬
‭・社会実験の企画 / 設計 / 調査 / 実施‬
‭・ワークショップ等の地域参加型まちづくりイベ‬
‭ントの設計 / 実施 / 分析‬
‭・地域まちづくり方針の周知に関わる広報誌の編‬
‭集や配布、地域報告会の実施‬
‭・地域の取り組みに関する告知 / 調整 / 実施支援‬

‭（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の‬

‭別表第１を参照してください。‬

‭要綱様式第１号-２‬

01240052
スタンプ



‭まちづくりコーディネーター　登録シート（閲覧用）②‬

‭支‬

‭援‬

‭専‬

‭門‬

‭分‬

‭野‬

‭に‬

‭関‬

‭す‬

‭る‬

‭支‬

‭援‬

‭の‬

‭実‬

‭績‬

‭等‬

‭支援専門分野‬
‭の内容・支援‬
‭可能なテーマ‬

‭地区名‬ ‭時期‬

‭支援内容等‬
‭※‬ ‭支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書‬

‭きください。‬
‭（200文字以内かつ９行以内）‬

‭地域まちづく‬
‭り‬ ‭/‬‭歴‬‭史・‬‭文‬
‭化・アート‬

‭東京都千代田‬
‭区‬

‭2021年4月〜‬
‭2021年9月‬

‭・地域一体型のアートイベントの実施支援‬
‭・地域の空き地及び空きテナントの会場利用に関‬
‭する調査 / 設計 / 協議 / 実施‬
‭・利用者へのアンケート調査 / 実施 /分析‬
‭・アートイベントの運営 / 事務局業務‬
‭・地域への周知に関する説明会及び告知の支援‬
‭・災害対応にに関する地域参加型イベントの実施‬
‭支援‬

‭まちづくりビ‬
‭ジョンの作成‬
‭支援‬

‭横浜市中区‬ ‭2024年4月〜‬
‭2025年3月‬

‭・地域の魅力及び課題の整理‬
‭・アンケート調査の設計 / 実施 / 分析‬
‭・ビジョン作成に向けた、地域意見の収集を支援‬
‭・‬‭ビ‬‭ジョ‬‭ン‬‭作‬‭成‬‭に‬‭向‬‭け‬‭た‬‭ワー‬‭ク‬‭ショッ‬‭プ‬‭の‬‭実‬‭施‬ ‭/‬
‭整理 /分析‬
‭・地域への周知のための取り組みの支援（まちづ‬
‭くりビジョン冊子作成、地域報告会・意見交換会‬
‭の実施）‬



‭自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500文字以内）‬
‭建築設計を本業として取り組む中で、私は建築を取り巻く「まち」という環境の在り方を強く意識‬
‭しています。‬
‭建築は単体で完結するものではなく、その周囲のまちの風景や活動、人々の営みと深く関わりなが‬
‭ら、初めて本来の力を発揮すると感じています。‬
‭そうした考えのもと、私はこれまで設計業務に取り組む傍ら、地域のまちづくりにも積極的に関わ‬
‭り、企画や運営のサポートを行ってきました。‬
‭「まち」には、住民やそこで働く人、観光で訪れる人、近隣の学生など、さまざまな立場や目的を‬
‭持った人々が集まり、それぞれが異なる時間やかたちでまちに関わっています。‬
‭一つのまちの中にも、多様な魅力や課題が共存しており、それらを丁寧に読み解くことが大切だと‬
‭思っています。‬
‭私たちの役割は、そうした魅力や課題を発見し、地域が目指すべきテーマや方向性を共有しなが‬
‭ら、共に課題解決や魅力の向上につながる手法を検討し、実現していくことにあると考えていま‬
‭す。‬
‭そして何よりも、自分自身もまちの一員としてそのプロセスに主体的に関わり、まちに暮らす・関‬
‭わる人々と伴走しながら、共にまちをつくり上げていく姿勢が重要だと感じています。‬
‭必要に応じて資料をA4判１ページまで添付できます。‬

‭要綱様式第１号-２‬


